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学 校 だ よ り

【学校教育目標】　　かしこく、やさしく、たくましい児童の育成
望湖克己学館だより

【学校教育目標】　「社会をつくり、たくましく生き抜く生徒の育成」
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　養護担当の西平あい先生が作成された、４月か
ら５月にかけて学校で行われる各種検診、検査に
ついての2023年バージョンの掲示物です。
　５月でほとんどの検診・検査が終了し、その結果、
治療が必要な生徒には「受診勧告書」を渡していま
す。早期発見、早期治療が重症にならない一番の
処方です。「まだ大丈夫」とか「病院は苦手」と言っ
て甘く見ていると大変なことになりかねません。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染症法上
の位置づけが５類感染症に変更になり、インフ
ルエンザと同じ扱いになります。中学校では今
後も手指消毒や咳エチケットなどに気をつけさ
せながら、自分の健康は自分で管理できるよう
にしていきたいと考えています。

　４月27日（木）、４月に入学した新１年生を交え、
防災教育安全学習の一環として、防災担当の二瓶先生
から普段生活している地区や通学路の危険な箇所、危
険になりうる箇所についての考え方について、お話を
いただきました。
　生徒は各地区ごとグループに分かれ、iPadでグー
グルマップ・ストリートビューを参考にしながら、危
険個所の位置を共有しました。そして、話し合いで出
た危険な箇所、危険になりうる箇所をハザードマップ
の地図に付箋を貼るなどして、確認し合いました。
　５月５日には石川
県で震度６強の地
震、本校の東京方面
修学旅行中も千葉県
で地震が発生するな
ど、いつ災害が起こ
るか分かりません。
最悪の事態を想定し
ながら、安全確保の
仕方を実践的に理解
し、正しい備えと適
切な行動がとれるよ
う、防災教育の充実
を今後も図ってまい
ります。

七ヶ宿中学校防災教育
～生活している地区・登下校時の危険個所点検～

健康診断2023
～自分の健康をチェックし、
早期発見・早期治療を心掛けよう！～

東京修学旅行　～ＯＢ・ＯＧ訪問を行いました～
　５月10日（水）から12日（金）の３日間、３年生13名が東京へ修学旅行に行ってきました。新型コロナウイ
ルス感染症が５類移行となり、コロナ前と同じように修学旅行が実施できること、大変うれしく思います。
今回の主な行程は、１日目：上野公園選択研修・バスで東京観光・浅草自由散策・東京スカイツリー展望台から
の関東平野一望、２日目：ＯＢ・ＯＧ訪問・都内自主研修・東京ディズニーランド自由研修、３日目：国会議事
堂（衆議院）・衆議院会館見学・皇居散策などを実施しました。特にＯＢ・ＯＧ訪問では、七ヶ宿町を離れ、東
京で生活する上での良さや大変さを聞くとともに、「なぜ東京に出ることを選んだのか」などの人生の選択に
ついても直接お話を聞くことができ、これから自分の進路選択を考える３年生にとって大変貴重な時間とな
りました。先輩のみなさん、大変ありがとうございました。また、修学旅行期間中は都内を歩いて移動する
ことが多く、３日間の総歩数は50000歩を超えたそうです。地に足を付けて首都東京を研修し、多くのこ
とを目にしたり触れたりしたことで、視野を広げることにつながる修学旅行になりました。

　５月15日にグラウンド・ゴルフ講習会を行いました。
湯原こぶしの会の方々３名に来校していただき、１・２
年生に技術やルール、マナーについて、丁寧に教えてい
ただきました。クラブを握ることにも振ることにも慣れ
ていない１年生も、優しく教えていただきながら楽しく
活動することができました。５月19日には、全校での
グラウンド・ゴルフ大会があります。大会当日も地域の
方々と交流できることを楽しみにしています。

　５月12日に、交通安全教室を行いました。１・
２年生は、道路に出て、歩行の仕方、横断歩道
の渡り方などを学習しました。３～６年生は、
校庭で自転車を使って、交差点での安全確認、
見通しが悪い場所で気を付けることなどを学習
しました。今回の学習を、これからの事故防止
に役立てていきます。警察の皆さん、交通指導
隊の皆さん、ご協力ありがとうございました。

　新年度がスタートして２カ月目に入りました。本校では、学校教育目標『かしこく　やさしく　たくまし
い児童の育成』の実現を目指して、今年度は「自分で考え、判断し、行動する児童の育成」を合言葉に教育活
動を進めています。これを別の言葉で表現するなら、「自主性と主体性」の育成です。さて、聞き慣れた言葉
ではありますが、自主性と主体性の違いとはどんなことでしょう。
　スポーツでたとえると・・・。基本やルール、その場で決められたやるべきことを知らない子供に、いきな
り「自分で考えて行動しなさい。」というのは、サッカーを知らない子供に「試合で勝ってきなさい。」とピッチ
に放り出すようなものです。「自分のやるべきことが分かっていれば率先して戦う。」これが自主性です。さ
らに、「勝つためにどうすればよいのか。」「どのような練習や作戦を立てればよいのかを自ら考え、判断し
て行動する。」これが主体性です。つまり、自主性があってはじめて主体性が育っていくのです。
　では、自主性や主体性を育てるために、学校ではどのような取組をしているのか、それは次号でまたお伝
えいたします。

　５月17日に源流米ネットワークの皆様のご協力をいただき、４～６年生の子供たちを対象にした田植え
体験を実施しました。裸足で入っていく子供たちは、土の感触に大はしゃぎ！でもすぐに苗を植える仕事に
真剣に取り組みました。姿勢を低くして、４月に自分たちで種まきをした苗を植えていきました。束の間の
体験でしたが、稲作の大変さを肌で感じるよい体験となりました。秋には稲刈りの体験も行う予定です。ボ
ランティアの皆様、貴重な機会を提供いただきありがとうございました。

グラウンド・ゴルフ楽しいね

交通ルールを守って、安全に！

「かしこく、やさしく、たくましい児童の育成」を目指して

手植えの大変さを実感！田植え体験

しっかり安全確認できました


